
五
月
二
十
二
日
モ
デ
ル
ニ
関
シ
決
議
ノ
件

出
席
職
員
校
長
、
森
井
、
佐
々
木
、
朝
倉
、
北
村
、
関
野
、
小
林
、

村
、
北
浦
、
岡
、
山
田
、
伊
原
、
羽
下
、
入
谷
、
宮
本
、
（
鉄
松
田
義

之
、
加
藤
鬼
頭
太
）

一
、
宮
崎
未
亡
人
ニ
モ
デ
ル
周
旋
ヲ
極
力
依
頼
ス
ル
コ
ト

二
、
私
立
大
學
、
専
門
學
校
、
中
等
學
校
等
二
依
頼
シ
夜
問
通
學
ノ
學
生
、

生
徒
中
ョ
リ
券
集
ス
ル
コ
ト

三
、
學
校
二
於
テ
直
接
屈
入
レ
タ
ル
男
モ
デ
ル
ニ
ハ
裸
体
一
円
五
十
銭
ヲ
支

彿
フ
コ
ト

四
、
宮
崎
未
亡
人
ノ
周
旋
七
ル
モ
デ
ル
ニ
到
シ
テ
ハ

候
也
年

月

赦

務

課

森
井
、
佐
々
木
、

朝
倉
、
北
村
、
瀾
野
、
小
林
、
高
村
、
北
浦
、
岡
、
山

田、

伊
原
、
羽
下
、
入
谷
、
松
田

（
義
）
、
加
藤
（
鬼
）
宛

モ
デ
ル
屈
入
困
難
ナ
ル
事
情
二
閲
聯
シ
御
相
談
申
上
度
事
有
之
候
間
来
ル
五

月
二
十
二
日
午
前
九
時
三
十
分
職
員
會
議
室
へ
御
参
集
相
成
度
此
段
及
通
知

日
案

モ
デ
ル
ニ
開
シ
會
議
開
催
ノ
件
尋
暉
叶
鱈
旺
起
案
]

高

⑮

モ
デ
ル
事
情

実
習
授
業
に
使
用
す
る
モ
デ
ル
を
確
保
す
る
こ
と
は
本
校
の
教
務
課
に
と
っ

て
は
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
、
そ
れ
は
増
々

困
難
な
問
題
と
な
っ
た
。
左
記
の
文
書
は
そ
う
し
た
状
況
の
一
斑
を
物
語
る
。

ナ
カ
ッ
タ
場
合
二
初
メ
テ
実
技
ノ
内
容
ヲ
変
更
ス
ル
如
ク
シ
タ
イ
従
来
學

出
席
者
六
月
十
六
日
）

イ
、
男
ニ
ハ
學
校
二
於
テ
直
接
屈
入
レ
ク
ル
者
ト
ノ
均
衡
上
一
円
五
十
銭

（
宮
崎
ヘ
ノ
手
数
料
ハ
別
途
支
出
）
ト
ナ
ス
コ
ト

裸
体
一
円
五
十
銭

ロ
、
女

ニ

ハ

従

前

通

リ

ト

ス

ル

コ

ト

宮

崎

ヘ

ノ

手

数

（
 

着
衣
一
円

）
 

料
ハ
此
金
額
中
ョ
リ
差
引

五
、
男
女
モ
デ
ル
ニ
シ
テ
身
体
調
査
ノ
上
適
常
卜
認
ム
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
生

〔
マ
マ
〕

活
ヲ
保
障
ス
ル
コ
ト
（
例
ヒ
バ
夏
休
中
等
ハ
給
料
ヲ
支
彿

フ
コ
ト

ジ
本
人
帰
省
旅
行
等
ノ
場
合
ハ
支
給
セ
ズ
）

但

六
、
各
科

二
於
テ
ハ
學
校
ガ
定
メ
配
賞
ッ
タ
ル
モ
デ
ル
ニ
爵
シ
テ
ハ
否
應
ナ

〔
マ
マ
、

シ
ニ
使
ハ
セ
若
ッ
反
到
ス
ル
者
ア
ル
ト
モ
ハ
慮
分
ス
ル
コ
ト

七
、
月
耀
日
二
於
テ
モ
デ
ル
ナ
カ
リ
シ
場
合
実
技
ノ
内
容
変
更
二
就
テ
ハ
各

科
二
於
テ
適
常
ナ
ル
慮
置
ヲ
講
ス
ル
コ
ト

八
、
将
来
モ
デ
ル
少
ク
ナ
リ
タ
ル
場
合
二
ご

一部
制
授
業
（
午
前

ヲ
モ
考
慮
ス
ル
コ
ト

午
後
）

以
上

モ
デ
ル
問
題
二
関
シ
油
盟
科
教
官
卜
教
務
課
ト
ノ
協
議
會
（
昭
和
十
七
年

小
林
、

田
辺
、
伊
原
、
岡
、
森
、
北
浦
、
入
谷
（
↑
虹
細
噂
ノ
）

〔給
ヵ
〕

油
盟
科
赦
官
ノ
希
望
ト
ッ
テ
モ
デ
ル
ヲ
固
定
級
ニ
ス
ル
ト
カ
或
ハ
給
料
ヲ
ア

ゲ
ル
ナ
リ
ノ
何
レ
カ
ノ
方
法
ヲ
講
シ
テ
貰
ッ
テ
然
ル
後
ド
ウ
シ
テ
モ
得
ラ
レ

校
ト
シ
テ
ハ
カ
、
ル
方
法
ヲ
講
シ
テ
ヲ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
先
ッ
以
テ
之
ノ
方
ノ
実

行
ヲ
先
ニ
ッ
テ
貰
ヒ
タ
イ
意
見
ア
リ

澤
田
校
長
ソ
ノ
様
ナ
コ
ト
ヲ
シ
テ
得

ラ
レ
ル
ニ
於
テ
ハ
シ
テ
モ
ヨ
イ
ト
イ
フ
コ
ト
デ
協
議
シ
結
局
モ
デ
ル
裸
体
ノ
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「
大
東
亜
共
栄
圏
」
建
設
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
打
ち
出
さ
れ
る
や
、
岡
介
天
心

の

:シA
s
ia
is 
O
n
e
"
と
い
う
詩
的
な
語
句
を
日
本
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す

る
軍
事
侵
略
の
一
標
語
と
石
倣
し
て
天
心
を
持
ち
上
げ
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。

そ
れ
が
特
に
顕
著
と
な

っ
た
の
は
昭
和
十
七
年
で
あ
り
、
そ
の
中
心
人
物
は
柚

山
大
観
で
あ
っ
た
。

一
月
七
日
に
は
財
団
法
人
岡
倉
天
心
偉
紹
顕
彩
会
が
設
立

さ
れ
、
会
長
に
は
当
時
の
美
術
行
政
の
最
高
顧
問
で
あ
っ
た
侯
爵
細
川
設
立
が

就
任
し
、
大
観
は
評
議
員
理
事
長
と
な
り
、
斎
藤
隆
三
が
専
務
理
事
、
安
田
寂

⑯

天
心
顕
彰
気
運
と
天
心
祭

ル
ニ
ッ
テ
欠
勤
ッ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
科

二
於
テ
普
幽
ス
ル
コ
ト

モ
デ
ル
ニ
給
典
ス
ベ
キ
金
額
二
関
ス
ル
宮
崎
ト
ノ
内
談
事
項

六
月
十
六
日
油
需
科
赦
官
卜
赦
務
課
ト
ノ
協
議
ノ
結
果
學
校
長
ノ
承
認
セ
ル

裸
体
壱
円
七
拾
銭
着
衣
壱
円
弐
十
銭
ノ
増
給
二
射
シ
宮
崎
卜
入
谷
〔
昇
〕
助

数
授
卜
相
談
ノ
結
果
次
ノ
如
ク
決
定

ス

増
給
ノ
弐
拾
銭
ノ
内
拾
五
銭
ヲ
モ
デ
ル
ニ
残
リ
ノ
五
銭
ヲ
宮
崎
二
給
典
ノ
コ

ト
、
ス
初
ッ
テ
モ
デ
ル
ノ
手
取
金
裸
体
ハ
壱
円
五
十
五
銭
府
衣
壱
円
五
銭

宮
崎
ハ
壱
人
拾
五
銭
ト
ナ
ル

學
校
二
於
テ
直
接
屈
入
レ
ク
ル
モ
デ
ル
ニ
到
シ
テ
モ
右
二
同
シ

以
上

場
合
壱
円
七
十
銭
着
衣
ハ
壱
円
弐
十
銭
ト
シ
ソ
シ
テ
此
ノ
金
額
ノ
中
宮
崎
ニ

支
彿
フ
ベ
キ
金
額
ハ
宮
崎
卜
相
談
ノ
上
定
メ
ル
コ
ト
、
ス

油
證
科
二
最
少
限
度
七
人
ノ
モ
デ
ル
ヲ
確
保
ス
ル
コ
ト

週
現
在
油
盟
科
二
配
営
シ
ク
ル
モ
デ
ル
（
七
人
）

シ
テ
使
傭
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
束
シ
確
保
ス
ル
コ
ト

其
方
法
ト
シ
テ
今

ニ
到
シ
七
月
末
日
迄
継
紹

若
シ
其
契
約
シ
タ
ル
モ
デ

岡
倉
天
心
三
十
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
、
大
観
、
田
村
剛
、
織
田
正
信
、
脇

本
楽
之
軒
ら
が
天
心
に
つ
い
て
講
油
し
た
。
ま
た
、
茨
城
県
五
浦
の
天
心
追
蹟

を
追
族
米
山
辰
夫
か
ら
譲
り
受
け
て
保
存
す
る
こ
と
と
し
、
十

一
月
八
日
に
は

追
蹟
に
建
設
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
秘
式
を
行
な
っ
た
。
大
観
を
中
心
と
す
る
こ

の
よ
う
な
動
き
は
美
術
界
に
大
き
く
影
磐
し
、
天
心
特
媒
を
組
む
雑
誌
が
現
わ

れ
、
天
心
顕
彰
を
旨
と
す
る
論
説
が
各
誌
に
登
場
し
た
。

こ
う
し
た
風
潮
に
押
さ
れ
て
か
、
昭
和
六
年
の
天
心
記
念
銅
像
建
設
以
来
天

心
に
関
す
る
催
し
の
無
か
っ
た
本
校
で
も
十
七
年
十
月
五
日
に
天
心
祭
が
挙
行

さ
れ
た
。

『旬
刊
美
術
新
報
』
第
四
十
五
号
（
昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
日
）
は

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

天
心
祭
盛
大
偲
ぶ
英
邁
な
東
亜
の
先
党

〔報
国
団
典
亜
部
〕

東
京
美
術
學
校
興
亜
部
で
は
、
四
十
年
前
世
を
畢
つ
て
西
洋
文
明
に
傾
倒

し
た
時
、
「
亜
細
亜
は
一
な
り
」
の
語
を
掲
げ
、
我
が
図
梓
美
術
の
高
費
性

と
優
越
性
と
を
説
き
、
日
本
が
東
洋
文
化
の
盟
主
た
る
べ
き
を
世
界
に
向
つ

て
唱
諒
し
た
先
覺
、
故
天
心
岡
倉
党
三
氏
の
、
今
年
が
恰
も
三
十
年
に
営
る

の
で
、
故
人
の
人
格
を
偲
び
、
そ
の
悴
業
を
回
顧
し
、
現
前
の
時
局
下
、
自

党
と
決
惹
と
を
そ
の
函
前
に
替
ふ
べ
く
、
こ
の
程
天
心
祭
を
畢
行
し
た
。
時

は
十
月
五
日
、
そ
の
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
美
術
學
校
校
庭
内
の
天
心
銅
像

前
で
美
術
関
係
者
多
敷
参
集
、
厳
粛
な
祭
典
を
行
ひ
、
終
つ
て
同
校
諧
堂
で

六
角
紫
水
氏
の
諧
浪
を
聴
取
し
た
。
尚
、
同
五
日
か
ら
八
日
ま
で
同
校
陳
列

済
手
し
、
十
月
五
日
に
は
共
立
諧
堂
で
日
本
美
術
院
、
東
日
と
の
共
催
に
よ
る

彦
、
小
林
古
径
、
前
田
行
咄
ら
が
理
事
と
な
っ
た
。
六
月
、
同
会
は
第
一
回
事

業
と
し
て
天
心
終
焉
の
地
赤
倉
に
記
念
館
赤
倉
山
荘
お
よ
び
記
念
碑
の
建
設
に

897 第2節 昭和 17年


